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リリース概要
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■リリース日 2018年6月30日（土）

■リリース概要
１．詳細検索

– 検索結果の発行日ソート機能
２．資料検索

– 資料名・発行機関名入力による資料検索
３．資料情報表示

– 資料の分野情報表示
– 前身誌及び後続誌へのリンク

４．書誌情報表示
– 書誌画面、資料Top、巻号一覧画面等に発行日の表示追加
– テキスト形式でのメタデータ表示に情報追加

５．被引用情報表示制御
– メインプラットフォームがJ-STAGEでないジャーナルでの非表示

６．画面の印刷レイアウト修正
– 書誌画面、巻号一覧画面等での印刷レイアウト崩れを修正



１．詳細検索
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• 記事の検索結果を発行日でソートする機能を「詳細検索結果画面」に追加
します。

発行日[新着順]
発行日[古い順]
を選択

※リリース前の「新着順」、「古い順」は
「公開日（新着順）」、「公開日（古い順）」
に名称を変更

2018年6月30日
リリース



１．詳細検索
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ソート機能（並び替え条件）仕様

2018年6月30日
リリース

• 検索結果画面にて並び替えを行った際は、下記の条件でソートされます。

# ソート名 条件１ 条件２ 条件３ 条件４

1 ヒット率 ヒット順_降順 記事コード_降順

2 発行日[新着順] 発行日（月日あり）_
降順

発行日（月日なし）_
降順

公開日_降順 記事コード_降順

3 発行日[古い順] 発行日（月日あり）_
昇順

発行日（月日なし）_
昇順

公開日_昇順 記事コード_降順

4 公開日[新着順] 公開日_降順 記事コード_降順

5 公開日[古い順] 公開日_昇順 記事コード_降順

6 資料名順 資料名_昇順 記事コード_降順
発行日の情報が「年」までしか持たない記事は、
「月」「日」を持つ記事より後ろにソートされます。

例）
記事A： 発行日：2018/1/1
記事B： 発行日：2018年
の場合、記事Aが検索結果の上位にソートされます。



２．資料検索
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• 資料名入力による資料検索を「資料名別一覧画面」に追加します。
• 発行機関名入力による資料検索を「発行機関別一覧画面」に追加します。

資料名を入力して検索 発行機関名を入力して検索

2018年6月30日
リリース



３．資料情報表示
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• 資料の分野情報を「この資料について画面」に表示します。
• 前身誌及び後続誌へのリンクを「巻号一覧画面」に表示します。

資料の分野情報を表示

2018年6月30日
リリース

Sample Journal Sample JournalOnline ISSN：XXXX-XXXX Online ISSN：XXXX-XXXX

JST

Sample Journal Sample Journal

後続誌を表示

Sample 
Journal

New Sample Journal

Old Sample Journal
前身誌を表示



４．書誌情報表示
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• 発行日の表示、および巻号情報等の表示順を変更します。

2018年6月30日
リリース

書誌画面、全文HTML画面
（リリース前）

書誌画面、全文HTML画面
（リリース後）

表示順を発行年、巻、号、
ページに変更

発行日を表示し、各種日付の
表示位置を変更

※発行日の情報が、月日を持たず、年ま
での情報しか持っていない場合、下記の
ように「YYYY年」で表示します。

科学太郎 科学太郎



４．書誌情報表示
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2018年6月30日
リリース

資料Top画面（リリース前） 資料Top画面（リリース後）

巻号一覧画面（リリース前） 巻号一覧画面（リリース後）

※早期公開、特集号、詳細検索結果の各画面
でも巻号一覧画面と同様の変更を行います。

資料Top画面、最新巻号お
すすめ記事の発行年、巻、
号の表示順を変更

発行年、巻、号、ページの表
示順を変更

発行日を表示

科学太郎 科学太郎

科学太郎



４．書誌情報表示
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• テキスト形式でのメタデータ表示に以下の情報を追加します。
# 項目 補足
1 巻の発行年 早期公開の場合は非表示
2 巻 早期公開の場合は非表示
3 号 早期公開、会議・要旨集の場合は非表示
4 大会名 会議・要旨集の場合のみ表示

大会名がない場合は非表示
5 セクション名 会議・要旨集の場合のみ表示

セクション名がない場合は非表示
6 ページ番号 早期公開の場合非表示

ページ番号が無い場合非表示

例）
Taro KAGAKU, Various utilizations of persistent identifier, "DOI" : Implications from DOI Outreach Meeting 2015 in Tokyo, 
Journal of Information Processing and Management, 2016, Volume 59, Issue 1, Pages 43-52, Released April 01, 2016, Online 
ISSN 1347-1597, Print ISSN 0021-7298, https://doi.org/10.1241/johokanri.59.43, 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/johokanri/59/1/59_43/_article/-char/en, Abstract: The 2015 DOI Outreach Meeting, 
organized by JaLC (Japan Link Center), was held on December 3, 2015 in Tokyo. In the meeting, in addition to the Report on 
"Experiment Project to register DOIs for Research Data", DOI Registration Agencies from various countries had demonstrated 
to the Japanese community the benefits of DOI and diversification of content in various use cases.

発行年、巻、号、ページ番号を表示

2018年6月30日
リリース



５．被引用情報表示制御
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• メインプラットフォームがJ-STAGEであるジャーナルについてのみ、
被引用情報が表示されるよう制御します。

対象外ジャーナルの場合

（日） この記事は最新の被
引用情報を取得できません。
（英） This article cannot 
obtain the latest cited-by 
information.

2018年6月30日
リリース

Taro KAGAKU

Taro Kagaku, Sample Article Title, Journal Title1. 
2018, Vol.100,No.10,p.10

Hanako Kagaku, Sample Article, Journal Title2. 
2017, Vol.99,No.1,p.35



６．画面の印刷レイアウト修正
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• 全文HTML画面、書誌画面、巻号一覧、早期公開、特集号、詳細検索結果の
各画面での印刷レイアウト崩れを修正します。

2018年6月30日
リリース

全文HTML画面印刷イメージ
（リリース前）

リンクのURLは印刷時に
非表示

システム共通部分は
印刷時に非表示

全文HTML画面印刷イメージ
（リリース後）

科学太郎

科学太郎


